
講演「生成AIと高等教育機関におけるその活
用法 ─ 教育とその評価を中心に ─」

深澤　良彰

深澤：皆さん、こんにちは。早稲田大学の深澤
と申します。よろしくお願いいたします。本日
は生成 AI の話をいたしますが、まず話に入る
前に生成 AI をお使いになったことがある方は
どのくらいいらっしゃいますか。 分かりまし
た。このような話をする時に、もし誰も使って
いなければ、大きな顔をして「ほら、こうする
のですよ」と話ができます。あるいは全員使っ
たことがあるのであれば、「細かい説明は皆さ
んお分かりですよね」と説明を省略することが
できるのですが、 8 割ぐらいの方がお使いにな
っていて 2 割くらいの方がお使いになっていな
いという、本日のような状況が一番話し手とし
ては嫌な状況です。よって、本日はこの嫌な状
況に合わせて話をしようと思います。まず、こ
れは簡単な自己紹介でございます。静岡県静岡
市生まれ、早稲田大学に入学しました。「学生」
の文字の両サイドに引用符がありますが、決し
て勉強したという意味ではなく、学生生活を謳
歌しました。30代40代の若い頃、「将来有望な
若き研究者」と、誰も言ってくれないので自分
で言っていますが、そのような将来有望な研究
者の研究の芽を摘んだのは誰かと言うと、早稲
田大学でした。40代から60代まで、教務部長、
理事、研究推進部長、図書館長と多くの役職を
務めましたが、定年の 5 年前に「もう大学の役
職は結構です。普通の教授に戻りたいです」と
キャンディーズ（1970年代に活躍した日本のア

イドルグループ）のように言って、大学の役職
からは逃れましたが、その後、学外組織で様々
な役職をやらなければならない身分になってし
まいました。来年の 3 月には定年でもあり、研
究者としては十分な時間が取れず、残念な一生
を送っているのかもしれません。

1 ．生成 AI とは何なのか

このような私ですが、本日は何の話かと言い
ますと、 現在非常に流行している「生成 AI」
です。生成 AI とは何か、中身はどうなってい
るのか、上手く使うにはどういうことを考えれ
ばよいのか、こうすると下手な使い方になって
しまう等を皆さんにご理解いただき、特に皆さ
んは先生（教員）ですので教育環境でどうなの
かという話をしたいと思います。世の中では生
成 AI についてさまざまな流言飛語が飛び交っ
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ています。ですので、皆さんがこのような流言
飛語に惑わされないように生成 AI とは「何な
のか」、又は「何でないのか」。そして、上手に
使いこなすためにはどうすればよいのかをご理
解いただくことが本日の目的です。

生成 AI が注目されているとお話ししました
が、創価大学のホームページを拝見していまし
たら、創価女子短期大学が「Next 創短！2024」
として、「2024年 4 月から三つの取り組みをス
タート」と掲載されていました。（「一つ目は、
ホテル・ 航空業界に特化した特設クラスの新
設」「二つ目は、 新プログラム『資格 de キャ
リア』の開始」「三つ目は、AI で授業をパワー
アップ」）です。上の 2 つはさておき、 3 つ目
に「AI で授業をパワーアップ。ChatGPT の普
及を皮切りに…」とあります。短大でもこうい
うことをキャッチフレーズにして授業をしてい
こうとされており、まさに皆さんの身近なとこ
ろに ChatGPT（生成 AI）が来ているのだと思
います。

生成 AI は様々なことができます。まだ使っ
たことがないという方も先程いらしたので、生
成 AI を試しに一度使ってみたいと思います。
こ ち ら は ChatGPT の 画 面 で す。TRY 
ChatGPT  というリンクがありますので、クリ
ックしてみます。 そうすると「Send a mes-
sage」と表示されますので、ここにメッセージ
を入れます。 先程あちらで調査をしましたの
で、本日のテーマは「朝、早起きができないの
ですが、どうしたらいいでしょうか」にしたい
と思います。今、困っているのはこれですとい
うことなので、こちらを ChatGPT に入れてみ
ます。この文章ではまだ試したことがないので
何が出てくるのか分かりません。すると、この
ようなことを答えてくれます。「朝起きられな
いという問題は多くの人が経験することです。
朝起きることが難しい場合、以下の方法を試し
てみてください。規則正しい睡眠スケジュール
を～（後略）」 以下、 このような回答があり、
最後には「医師に相談する」という項目もあり

ます。「朝起きる習慣を習得するには時間がか
かることがありますので、忍耐強く取り組むこ
とが大切です。日常生活に規則正しいリズムを
持ち込むことで、朝の目覚めの改善に役立ちま
す」ということでした。実は ChatGPT は最初
に問題をなぞった数行のメッセージが来て、そ
のあと箇条書きがあり、最後にまとめが来る、
このような形で回答してくることが非常に多い
です。つまり、もし学生がこのような形でレポ
ートを提出してきたら怪しいかと思って下さ
い。 もちろん、 このような文章すべてが
ChatGPT に聞いたものだと言うつもりはあり
ませんが、 このような構成になっている場合
は、ひとまず疑った方がよいかと思います。ま
た、この文章は長いので短くしてほしい場合、

「もっと短く」と続けて入力すると、「もちろん、
簡潔にまとめてみましょう」とのコメントと共
に、回答の項目が表示されます。こちらは何か
というと、先ほどの冒頭の回答の中から箇条書
きの部分だけを抽出したものになります。
ChatGPT に短くしてほしいと伝えると、大抵
このような短縮の仕方をします。ちなみに本日
は外国の方もいらっしゃいますので、さらに続
けて「英語に直してください」と入力すると、
先ほどの箇条書きを英語に翻訳しただけのもの
が出てきます。今、生成 AI と呼ばれるソフト
ウェアの中の 1 つである ChatGPT というソフ
トをたまたま使ってみました。

生成 AI は何ができるかというと、今試した
ように文章の生成や、「もっと短く」というと
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文章の要約もしてくれます。それから文書の翻
訳です。「英語に直してください」と伝えると
英訳をしてくれましたが、他にも様々なことが
できます。私の専門はソフトウェア工学の中で
も良いプログラムを作るというプログラム開発
が専門ですが、ChatGPT はプログラムコード
の生成などもできます。ですので、実は私は大
学生の頃から「プログラムが自動的にできたら
嬉しいな」 という研究を長く行ってきました
が、それが定年 1 年前になって、そこそこのも
のができるようになってしまったという状況で
す。ただ、誰にでも上手く使いこなせるのか、
というと決してそうではありません。本日は、
その話もしたいと思います。 また、ChatGPT
は非常に多くのことができますが、もちろんで
きないこともあるため注意が必要です。

こちらは、先程の ChatGPT の最初の画面で
すが、「生成 AI とは何か」 と質問されたとき
の回答として、ここに白字で書いてある 3 つ答
えを用意しました。 皆さんは大学の先生なの
で、「大学の先生であれば ChatGPT が何か知
っているよね」と言われたときの答えです。後
ほど 1 つずつ説明しますが、まず相手もよく分
かっていないが自分もよく分かっていない時の
答えが一番上の「Google の次に来るものです。
検索エンジンの凄いものです」が回答になりま
す。次に、自分も分かっていて相手も少し詳し
そうな人でしたら、「チャットボットを高精度
AI 化したものです」が回答になります。さら
に、より自分も分かっていて相手も分かってい

るときは、「最新の言語生成系です」が回答に
なります。 最後が一番きちんとした答えです
が、相手を見てどの回答でもよいと思います。

まず、なぜ生成 AI なのかというお話ですが、
先程の Google や Web ブラウザは世の中に数
多くあるウェブページを覚えているという仕組
みで、入力は単語列です。行ってくれることは
何かというと、入力に対して数多い Web ペー
ジの中から、この条件を満たすものを選択して
くれるということです。業界では使われており
ませんが、Web ブラウザというのは「選択系」
であると言えると私は思っています。

それに対して生成 AI は、先程試したように、
「朝、早起きができないのですが、どうすれば
いいですか」のような文章を入力します。相手
が文章なので、対象となるものは Web ページ
のみではありません。例えば、論文誌等のデー
タベースのような文章も対象になります。生成
AI はそれらから先程のような文章を生成して
くれます。また、所詮は文章なので、出力した
文書をもう一度入力することもできます。 先
程、要約するために「もっと短く」と入力しま
した。最初に「朝、早起きができないのですが、
どうしたらいいでしょうか」と入力して出てき
た文章に対して「要約してください」と伝える。
或いは、「その結果を英語にしてください」と
指示します。つまり、ウェブブラウザのように
出しっぱなしではなくここで対話ができるの
で、対話型と呼ばれることもあります。それか
ら、今、日本語のテキスト文章で試しましたが、
実は画像や映像もほぼ同じように使うことがで
きます。従って、選ぶのではなく作ってくれる
という意味で「生成系」と言えるかと思います。

次に、先程の「生成 AI とは何ですか」とい
う質問への一番簡単な回答は、「検索エンジン
の次に来るもの、ネクスト Google です」とい
う話をしました。少し歴史を振り返ってみます
と、検索エンジン等が存在しなかった時代は、
何か調べものがあれば我々は図書館に行き、本
や雑誌を調べて論文を書いたりしていました。
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その後、検索エンジンの誕生によって検索がで
きるようになりました。検索結果を参考に、学
生の皆さんは「これは求めているものに合って
いるな」というものを少なくとも自分でまとめ
ていましたが、それが AI に聞くようになって
来ていると思います。キーポイントは何かと言
うと、以前は、「図書館で調べておいで」と指
示した時に、良い本を見つけて簡単に良い答え
を出してくる学生や、良い論文を見つけて的確
な答えを出してくる学生がいた一方で、つまら
ない本に捕まってしまい不適格な答えを出して
くる学生もいました。同じように、検索エンジ
ンにおいても、的確なキーワードを入れて的確
な出力を得る人もいれば、聞きたいけれど上手
いキーワードが浮かばず、変なキーワードを入
れて不適格な答えが出てきて困ったという人も
います。 これは生成 AI においても同様です。
つまり聞く人のセンスが重要になります。この
センスというものは、洋服のセンスのようにあ
る程度までは学習できるので勉強しましょう、
ということが本日の話にも入ってきます。

教育という視点で見た時、Google の検索エ
ンジンの時代には、教育者である皆様は授業で

「Wikipedia（ウィキペディア）は間違っている
ことが含まれている場合があるので、信じては
いけません」と指導してきましたよね。又、「著
作権を意識しましょう、 無断コピーは違法で
す」などという話もしてきたかと思います。実
は生成 AI の時代になっても、これらは同じで
あるということをお話しします。以上、「生成

AI とは何か」が分からない人に対して、詳し
く分からない人が、分からない答えをした一例
でした。

次に、相手は少し分かっていて自分も分かっ
ているという場合について説明します。「チャ
ットボット（Chatbot）」 というワードを聞い
たことはありますでしょうか。 ありそうです
ね。「チャット（Chat）」 は分かりますね。 こ
のように対話をすることです。「ボット（Bot）」
とは何かというと、Bot という単語自体が 1 つ
の単語として認識されてきていますが、ロボッ
トの Bot です。 つまり会話をしてくれるロボ
ットです。実はコロナ禍において、多くの大学
でチャットボットが活躍しました。例えば、成
績証明書が欲しいという場合、アフターコロナ
の現在であれば普通に事務室に行って、「成績
証明書が欲しいです」と言えば入手の手続きが
できます。ただ、コロナ禍の時は職員もあまり
出勤しておらず、学生もできればあまり外を出
歩きたくないという状況でしたので、その当時
は「成績証明書をいつどこに取りにいけばいい
のでしょうか」というような質問に対して、大
学として受付を行うチャットボットが非常に活
躍しました。

こちらはチャットボットの一例ですが、1960
年代からある「ELYZA（イライザ）」です。チ
ャットボットは入力された文字列についてキー
ワードを検索します。先ほどの例で言えば、「成
績証明書はいつどこに取りにいけばいいです
か」という日本語の質問であれば、「成績証明
書」や「どこ」というキーワードを収集して、

「何曜日の午後にどの部屋に取りに来てくださ
い」と返答します。このようなことができるの
がチャットボットです。要はキーワードを収集
して、「そのキーワードの場合はこのような答
えであるに違いない」と独断と偏見で答えを出
すという仕組みなので、ここの会話は非常に単
純です。この点をもっと複雑にして、どのよう
な質問でもそれなりに答えられるようにしたも
のが生成 AI だ、という答えもあります。
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実は、 貴学のホームページを拝見したとこ
ろ、「創価大学入試インフォメーション、LINE
始めました！」とのチラシがあり、「チャット
ボットが質問に即時回答」 との記載もありま
す。入試関係のサイトでもあったため、試行は
しませんでしたが、 入試情報であれば例えば

「○○学部と○○学部は同時に受験できますか」
「○○試験と○○試験はどのようになっていま
すか」「入学検定料はいくらですか」などのよ
うな質問にチャットボットが答えてくれるはず
です。つまり、ChatGPT  に対して入力したよ
うな質問の入力欄が出てきて、そこに「○○入
試はいつですか」等と入力すると、「それは 2
月何日の何曜日です」と答えてくれるようなシ
ステムです。これは先ほど試したことと同じで
すね。先程と少し違うのは、創価大学の情報を
中心に入れています。「○○学部の入試はいつ
ですか」「お金はいくらですか」などの情報を
中心に入れていて、その中心に入れている情報
を使って答えてくれています。ただし、基本的
な考え方は同じであり「これはチャットボット
ですよ」という答えになります。

次のこちらが恐らく一番きちんとした答え
で、説明する方も聞いている方もそれなりに分
かっている人でなければ理解できません。 ま
ず、ChatGPT について考えてみましょう。先
程使用したものは ChatGPT です。「Chat（チ
ャット）」は話し合う。あとは GPT、この 3 文
字が分かればいいのですが、G は生成するとい
う「Generative」の G ですので、G はいいです

ね。あとは P と T が分かれば、ChatGPT が分
かるわけです。

では P は何かというと、「Pre-trained」です。
事前学習をされた、事前学習してあるという意
味です。AI のシステムですから、事前学習は
必須です。AI の学習は大きく分けると 2 通り
あります。 1 つは「教師あり学習」で、もう 1
つは「教師なし学習」です。様々な分類があり
ますが、 本日はその 2 つに分けさせてくださ
い。どこかで皆さんもご覧になったことがある
かもしれませんが、教師あり学習とは「これは
犬の写真です。これも犬の写真です。これは猫
の写真です。これは豚の写真です。これはキリ
ンの写真です」と写真を何万枚も読ませて、「で
は、この写真は何ですか」と聞くと、「犬です」
と答えてくれるという学習です。これは何をし
ているかというと、最初の「これは犬の写真で
す。これは猫の写真です」などという時に一生
懸命に犬にはどういう特徴があるかなどの特徴
量（予測の手掛かり）を覚えていき、あとから

「この写真は何の写真ですか」 と聞かれたら、
「それは犬です」などと答える、このような仕
組みです。

それに対して、生成 AI は教師なし学習を用
いますが、正確には教師なし学習ではなく「自
己教師学習」といいます。これは何かというと、

「お爺さんは山に柴刈りに、お婆さんは川に洗
濯に」という、皆さんご存知の日本で 1 番有名
な文章の 1 つのうち、 どこか 1 箇所を隠しま
す。例えば「芝刈り」を隠すと、「お爺さんは
山に○○へ、お婆さんは川に洗濯に」という文
章になります。隠された答えは何かというと、

「芝刈り」です。つまり、これだけの粗末な文
章からお爺さんを隠したり、山を隠したり、芝
刈りを隠したりしていけば 6 個の問題が作れ
て、そのすべての答えがここに書いてある、つ
まり自分の正解はこの中にあるのでその正解を
使ってどんどん学習していくことができるとい
う仕掛けです。

最後の T「Transformer」ですが、T は正直
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にいうと難しいので説明をごまかします。世の
中に AI、人工知能と呼ばれているものがあり
ますが、その中の機械学習と呼ばれている分野
の中で深層学習と呼ばれている分野がありま
す。その中のニューラルネットワーク、「我々
の神経細胞の仕組みを再現したものの 1 つであ
る」、この程度の説明でお許しください。おそ
らく学部の半期くらいの授業をきちんと行えば
これ以上の説明ができますが、本日は時間がご
ざいません。フローチャートにするとこのよう
な簡単なものですが、「ある学習の仕方です」
という回答でお許しください。

それでは、これだけの技術を使ってどのよう
なことを行っているのかについてご説明しま
す。例えば「私はマウスを○○○」というよう
なときに何をしているのかといいますと、実は
生成 AI は大規模な言語コーパス、大規模な辞
書のようなデータベースを持っています。
ChatGPT は3000億語、3000億ワードの辞書を
持っていると言われており、その中に様々なも
のが入っています。「私はマウスをクリックし
た」「私はマウスを捕まえた」「私はマウスを口
の英語であることを知っている」、これは日本
語が少しおかしいですが、このように「私はマ
ウスを○○○」という文章が沢山あります。こ
の中で何をしているかといいますと、これは非
常に単純で「何回出てくるのか」という出現頻
度を見ているだけです。「私はマウスを」とい
う言葉を収集した時に、こことここに 2 回あっ
て他の言葉は 1 回なので、答えは「私はマウス
をクリックした」というものを生成してしまい
ます。しかし、残りの言葉はどうするのかとい
うと、それらは無視をします。これが生成 AI
の怖いところです。無視しても殆ど当たってし
まいます。今、皆さんが生成 AI を使ってもそ
れほど不自然さを感じないくらいの、きちんと
した文章が出てきてしまいます。

それまでの AI の研究者は意味というものを
すごく考えていました。例えば「私はマウスを
クリックした」とあれば、「クリックするマウ

スというのはパソコンのマウスだ」、「捕まえる
マウスというのはネズミだ」、「マウスを口の英
語というのは口だ」という識別があります。「ヨ
ドバシで私はマウスを買った」という言葉は、
殆どの人が家電量販店の「ヨドバシカメラ」で
パソコン周辺機器のマウスを買ったと認識する
かと思いますが、仮に「ペットショップヨドバ
シ」というお店があって、そこで動物のネズミ
を買ったのかもしれない。このように、AI の
研究者はそれについて「ネズミをクリックする
のは嫌だよ」などと真剣に悩んでいました。し
かし、生成 AI は悩むことをやめました。一番
頻度があり、もっともらしいものを回答にしよ
うとしており、倫理的に正しいかなどについて
は絶対に考えません。 正しいことを考え出す
と、クリックするのはマウスであるし、捕まえ
るのはネズミである等、そちらの方の分析に進
んでしまうので、その点を割り切ったことが生
成 AI の凄さや新しさであり、殆ど質問文等に
対して、その答えが出てきてしまうというのが
生成 AI です。実はもう少しいろいろなものを
使っていますが、基本となるものはこれだけあ
り、実に単純な原理です。「無視されたらどう
するのだ」という指摘があったとしても、「無
視します、間違えます」というシステムであり、
ただそれだけです。

もう一つは何かというと、先程 ChatGPT を
試したときに「朝、早起きができないのですが、
どうしたらいいでしょうか」ということを質問
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しましたが、間違える時もあるものの、実は何
を聞いてもそれなりに答えてくれます。それま
での AI、 例えば画像認識 AI は画像の認識を
してくれますが、画像認識 AI は画像の認識し
かできません。今日と明日、将棋の藤井竜王「竜
王戦（防衛戦）」の第 3 局が行われていますが、
将棋の AI は非常に強く、現在はプロよりも強
いです。しかし、将棋しか指せません。同じく
囲碁の AI もありますが、将棋と囲碁は異なる
アプリケーションやソフトで対応するしかあり
ません。つまり、これまでの AI はタスク特化
型で「この業務にしか使用できません」「この
業務ならできます」というものであったのに対
して、 生成 AI は何でも答えることができる。
これが凄い所です。しかし、それは何故可能な
のかというと、所詮は言葉の出現頻度を見てい
るだけであるからです。

先程お話しした ChatGPT は、実は2021年 9
月までの情報を使っています。ですから、「ロ
シアによるウクライナ侵攻（2022年 2 月に勃
発）についてどう思いますか」と質問すると、
2021年 9 月時点ではまだ侵攻していないため答
えられません。まだエリザベス女王（2022年 9
月に死去）は元気に働いていますし、ましてや
未来のことは聞けません。先程少し話題になっ
ていましたが、「次に開催される競馬では何が
当たりますか」、「お金はどのように貯蓄すれば
一番儲かりますか」等、こうした将来のことに
ついては答えられません。何故なら先程の原理
原則からも分かるように、何か推論をしている
わけではなく、これまでに生成された文章の中
から適当に答えを出しているという単純な仕掛
けであるからです。ただ、当たってしまうこと
が怖いです。

2 ．生成 AI の上手な使い方

実はこれは学生に対して授業で話しているこ
とですが、生成 AI はハサミと同じで単なる道
具です。先程、図書館に行って調べる時という

話をしましたが、それと同じで上手く使える人
と使えない人がいます。上手に使えるかどうか
とは何なのかというと、生成 AI と上手に対話
をして相手を上手く使うということです。生成
AI を上手く働かせることができる構想力であ
ったり、仮説を作る力であったり、質問する力
であったり、そのような力が必要となります。
それは、先程挙げた図書館で何かを調べたい時
に何を調べればいいのだろうという仮説構想力
と基本的に同じです。ただ、入力は何かという
と先程試したように、「朝、早起きができない
のですが」 という指示文で問いかけるだけで
す。又、「早起きできないのですが」と入力し
た時に気をつける点は何かというと、まずは指
示の内容をできるだけ詳細かつ具体的に分かり
易くする必要があります。 出力が欲しい場合
は、「○○について 5 個教えてください」 や、

「最初の重要な 3 個だけを教えてください」等
のように、例を与えて対話をしなければなりま
せん。残念ながらきちんとした答えが返って来
ないこともありますが、今後は、徐々に何とか
答えが返ってくるようになっていくと思いま
す。このように、ChatGPT は何かを質問すれ
ば必ず何らかの答えが出てくるので、そのよう
な意味では誰でも使用できます。

マイクロソフトで生成 AI を作っている人に
「一歩進んだ AI 使いになるためにはどうすれ
ばよいでしょうか」と伺ったところ、「プロン
プト（入力する指示や質問）で問いかけを上手
く使いこなし、良い質問をすることができるか
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どうかがキーポイントです」とのことでした。
アメリカでは生成 AI を使いこなすために質問
をきちんとできる人、プロンプトエンジニアと
いう給料の高い職種が出来ており、プロンプト
エンジニアリングという用語も出てきていま
す。生成 AI は残念ながら日本語で質問するよ
り、英語で質問する方が正確な答えが早く返っ
てきます。何故なら、先程、ChatGPT は3000
億語の辞書を持っているという話をしました
が、 その内、 日本語は10% 程度であるといわ
れています。つまり、残りの殆どの部分は英語
なので、英語で質問した方が上手く答えが出て
くるのは当然です。

このプロンプトエンジニアリングについては
現在多くの研究が行われており、様々な手法が
出てきています。例えばこちらは「自己反復プ
ロンプト」です。これは何かというと、生成
AI に何かを質問すると先程のように何かしら
の答えが返ってきます。答えが返ってきて、「こ
の答えは怪しいな」と思った際に何をするかと
いうと、生成 AI に「この問題を出したところ、
この答えが返ってきました。どう思いますか」
と質問します。そうしますと、生成 AI は素直
に「それはこうです」と批判をしてくれます。
その次に何をするかというと、「このような問
題を出したらこのような答えが出てきて、それ
を批判してもらった結果、このような批判が返
ってきました。この状況で、もう一度最初の問
題を解いてくれませんか」と再度質問する。例
えばこのようなやり方です。要は、会話をする
だけなので、どのような会話をすればいいのか
という工夫をするだけです。つまり、このよう
なことを様々勉強しながら上手く使いこなせる
ようになっていくしかありません。

ここまでの話は上手く使えるプラスアルファ
についてのことでした。今度はマイナスの下手
な使い方、注意事項についてです。まず一つ目
に、生成 AI は決して独創的な答えは出してき
ません。先程も話ましたが、過去のデータベー
スにあるものから情報を引っ張ってきているだ

けの原理ですので、当然ですがデータベースに
無いものは引っ張ってくることができません。
アメリカの「ガートナー」 という会社の生成
AI の定義をみると、「独創的かつ現実的な新し
い成果物を生成する AI」と記載がありますが、
それは間違っていると私は思っています。本当
に（真に）独創的なものは生成 AI には作り出
すことができないため、皆さんは安心してご自
分の独創的な研究を行っていただければよいと
思います。例えば、1600年代に生成 AI があっ
たと想像してみてください。ガリレオ・ガリレ
イは「それでも地球は回っている」と言ったこ
とになっていますが、当時、人々の宇宙観を支
配していた天動説では、「地球が動いていたら
我々は飛んでいってしまう。我々がこうしてい
られるのは天が動いているからだ」と考えられ
ていました。つまり、様々な文章に「天が動い
ているからだ」と書いてあるわけで、先ほどの
言語のデータベースも「天が動いている」だら
けということになります。そのときに「地球が
動いていますか。天が動いていますか」と質問
すれば、殆どの生成 AI は「天が動いています。
地球が動くわけがありません」という答えを返
すでしょう。これは先程お話ししたように、生
成 AI がデータベースに従ってデータベースに
書かれていることだけを出してきているからで
す。ただ、独創的ではないことをなんとなく上
手く組み合わせて、合わせ技一本のように、あ
たかも独創的に見えるものを作り出すことは可
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能です。「これも知られている、これも知られ
ている、しかし、これとこれがどのような関係
にあったのかは実はよく分かっていなかった」
というような研究も世の中にはありますが、こ
のように独創的に見えるものを作り出すことは
可能です。しかし、これは本当に独創的な答え
かと問われれば、そうでもないと私は思ってい
ます。

皆さんに気をつけていただきたい 2 つ目の点
は、 生成 AI の持つブラックボックス性です。
生成 AI の中でどうやっているのか、どのよう
なデータベースを使ってどうやっているのかと
いう詳細について、実際のところは分かってい
ません。例えば、どのように学習データを取得
しているのか。著作権については後からお話し
ますが、著作権は大丈夫なのか、著作権が危な
いデータも使っているのではないか、どういう
アルゴリズムで答えを出しているか等の詳細に
ついては、先程お話ししたように大まかな部分
は論文にはなっていますが、細かい点で何か工
夫をしなければ駄目であろうと思っている点は
あっても、実はその辺りの詳細については公表
されておりません。それから安全性に関する懸
念です。特に大学の先生（教員）として皆さん
に気をつけていただきたいのは、機密情報が漏
れていないかということです。機密情報という
のは、例えば、副学長の立場であれば大学の収
支がどのようになっているか等、仮に人には言
えないような収支の問題があった際に、「この
ようなもので大丈夫でしょうか」と生成 AI に

質問すると、その情報は外部に漏れてしまいま
す。更に面倒な点は、我々研究者が執筆してい
る論文です。例えば「このようなことを試した
ところ、○○が 2 倍が良くなりました」のよう
な内容の論文をよく書くかと思いますが、仮に
これを国際会議に英語で提出しようと生成 AI
に論文を入れて、「英語に翻訳してください」
と英語に翻訳してしまうと、生成 AI はそこに
書いてあることを学習するので、「このような
ことをこのように工夫をすると、 2 倍スピード
が上がりとても良いです」と自分で書いた日本
語の内容を生成 AI に取られてしまいます。先
程説明した生成 AI のデータベースの中に、「こ
んなことをすれば 2 倍良くなりますよ」という
情報が書き込まれてしまうので、誰かが何かを
質問した際に、書き込んだ論文の内容がそのま
ま出てきてしまうかもしれません。機密情報と
言うとスパイのように聞こえますがそうではな
くて、英文で論文を書く際は気をつけなければ
なりません。それから個人情報についてです。
生成 AI は、基本的に初めは個人情報など知り
ません。しかし、「誰々君はこういう人でした。
何月何日生まれで、どこ生まれでどうのこうの
で、 このようなことを今までやってきました
が、今後どうしたらいいでしょうか」などとい
う質問をした途端に、「誰々君はどこ生まれで」
という情報が生成 AI に取られてしまうため、
気をつけなければなりません。 それから生成
AI は回答を出してきますが、通常、回答には
バイアスがかかっています。一時、非常に厳し
い回答を出してきて自殺に追い込んでしまった
生成 AI がありました。メンタル的に困ってい
る人に対して、「なぜそうまでしてあなたが生
きていなければいけないのか」などという答え
をどんどん出してきて、とあるカナダ人の方が
自殺してしまったという悲しい事例を受けて、
現在では生成 AI はあまり人を傷つけないよう
に設定されていますが、つまるところそれは真
実ではないということなので、そこは上手く解
釈をする必要があります。 生成 AI に限らず

352023年度 第3回学士課程教育機構 FD・SD セミナー



AI はすべてそうですが、中でどうなっている
のかが今一つはっきり分かりません。 ですの
で、私は妻に、「もし、私が手術をしなければ
ならなくなり、その際、私の意識がない場合は
生成 AI に尋ねて、その答えに従って手術はし
ないでほしい」と言ってあります。なぜなら、
その回答が本当かどうか分からない点があり、
又、どのように判断しているかが分からないか
らです。

3 つ目、生成 AI の信頼性ですが、これが 1
番の問題点であると思っています。生成 AI は
先ほどお話したように言語コーパスに従って文
章を生成しているだけです。ですから言語コー
パスの言語のデータベースの中に正しくないこ
とが非常に多く書いてあれば、当然間違った回
答を出してきます。それと同じで、知らないこ
とでも生成 AI は何かしらの回答を出してくる
ため、間違った回答をしてしまいます。

このことについて、生成 AI（ChatGPT）に
「生成 AI はなぜ嘘を付くのですか」 と素直に
言い訳を聞いてみました。すると、「私は嘘を
つく生成 AI ではありませんが、 一部の生成
AI が嘘をつく可能性があります」と回答を出
してきました。つまり、私という生成 AI は嘘
をつかないが世の中には嘘をつく生成 AI がい
るというのです。続いて、「私は学習するため
になんとかかんとか」 で、「また、 生成 AI は
時にはクリエイティブな要素を持ち、架空の情
報や物語を作ることもあります」と回答を出し
てきました。 私はこの回答を、「生成 AI は嘘

をつきます」という意味にとらえました。つま
り、ChatGPT は回答に必要な正しい情報がな
ければ間違った回答を勝手に作ってしまいま
す。作ったものはたいていの場合、外れます。
先ほどどなたがおっしゃった「創価大学」で調
べると、存在しない学部が出てきます。あるい
は私について調べると、「早稲田大学の情報学
部で学部長をしています」などと出てきます。
私は学部長ではありませんし、早稲田大学に情
報学部はありません。このように生成 AI は架
空の情報を作ってしまうのです。それから、日
本語入力なので日本語入力をミスリーディング
することがあります。こちらは、分かりやすい
英語でも構いませんが、我々がきちんとわかり
やすい日本語、わかりやすい言葉で聞いてあげ
ることが重要です。いろいろと頑張っています
が、 最終的に、「生成 AI の回答を受け取ると
きは常に批判的な思考を持ち、他の信頼できる
情報源と照らし合わせてみましょう。私は、嘘
を言うかもしれませんので、調べてください」
と私ではなく ChatGPT が自分でそのように言
っています。

次に、信頼性を疑わなければなりません。学
生は ChatGPT の言うことを素直に信じてしま
い、間違ったことでも論文やレポートに書いて
きますので気をつけましょう。では、どのよう
なことを聞いてはいけないのか、やってはいけ
ない典型的なことはなんでしょうか。まず、生
成 AI は計算ができません。計算ができないの
で、例えば 4 桁× 4 桁「1234×6873は」などと
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聞くと、100パーセントの確率で間違えます。
なぜ間違えるかといいますと、先程の原理と同
じです。私の母は教育熱心であったため、私が
小学生の頃に壁に九九の表を貼り出して、「さ
んしじゅうに、さんごじゅうご、さぶろくじゅ
うはち」とお経のように覚えさせられました。
恐らく皆さんも似たようなものでしょう。生成
AI も同じで、 文書の中に 2 × 3 ＝ 6 、 2 × 4
＝ 8 という文章が出てくるのでそこは勉強する
ことが出来ます。しかし、 4 桁かける 4 桁の計
算などは文章に滅多に出てきません。すると、
先程あげたように生成 AI はクリエイティブな
要素を持ち、クリエイティブに答えを作ってく
れる、つまり間違ってしまうので計算はできま
せん。ただし、とても面白いことに計算をする
プログラムは作れます。

近頃 ChatGPT Code Interpreter（コードイ
ンタープリター）というものが実は作られてい
ます。ChatGPT にプログラムを作ってもらい、
そのプログラムを Interpreter が実行する、実
行して得た結果を ChatGPT に返すと、きちん
とした答えが得られるような仕掛けが作られて
きています。又、ChatGPT にできないことの
2 点目は、本や教科書に載っているような人に
ついて聞けばきちんと答えられますが、あまり
有名でない固有名詞は間違えます。「エジソン
は何をした人ですか」という質問にはきちんと
答えてくれますが、それはエジソンに対する記
述が沢山あるからです。しかし、「早稲田大学
の深澤良彰とはどういう人物ですか」と聞いて
も、記述があまりないので間違えます。あるい
は「八王子の近くの美味しいお店を教えてくだ
さい」と聞くと、当たることもありますが、い
い加減なことを言ってきます。ですから、固有
名詞を聞いても殆どの場合は無駄です。先程お
話ししたように次の単語予測ソフトでしかな
く、検索もできないため、「誰それが書いた何
とかに関する論文」 などは ChatGPT や生成
AI そのものには答えることができません。た
だ、この欠点は非常に大きな欠点であるため、

例えば、先程のコードインタープリターや検索
エンジン等、様々な外部のソフトと組み合わせ
ることで、きちんとした答えが出てくるように
なってきています。

ここからは、先程と同じです。知りませんと
言わずに言語モデルが何かしらの回答をしてし
まうため、最終的には人間が頑張るしかありま
せん。新しい生成 AI では人間を頑張らせるた
めにいくつかの工夫があります。例えば、Goo-
gle が提供している「Bard」という生成 AI は
複数の答えを返してくれますが、人間は面白い
もので、「この答えは何ですか」「これです」と
一発で答えを出されてしまうと何となくそれが
正しい答えのような気がしてしまいます。しか
し、Bard は何をするかというと、「これも答え
だし、あれも答えだし、あれも答えですよ」と
3 つぐらい返してくれるので、人間は「そうか、
これとこれはここが違って、こちらの方がもっ
ともらしいな」、「これとこれはここが間違って
いるからこれは嘘だ」などと判断することがで
きるため、最終的には人間の力で判断するしか
ありませんが力を発揮しやすくなることがあり
ます。

も う 1 つ、Microsoft が 提 供 出 し て い る
「Bing」という生成 AI があります。これは何
をしてくれるかというと、参考文献を見せてく
れます。このように「教育分野における（中略）
あります。 1 」とあり、「 1 」などをクリック
すると、その基になっている文章、つまり、こ
ちらは実際には生成 AI と検索エンジンが連携
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して根拠を返すことができるようになっていた
りします。日本語で対応している日本製の生成
AI も最近沢山出てきていて、日本語の文章を
聞くとまずまず当たる仕掛けになっています。

3 ．画像生成 AI

今までの話は全て文章の生成についてでした
が、画像の生成も可能です。いくつかソフトが
ありますが、こちらは私が生成した例です。「研
究をしている老教授の画像を生成してくださ
い」と言うと、本の前でお爺さんである私とい
う老教授が座っているだけでした。これでは面
白くないので、「共同研究者はパンダです」と
入れました。すると、このパンダが出てきまし
た。ただ、パンダは出てきましたがあまり面白
くないと思い、「アニメーション風に」と入れ
てみたところ、この女の子たちが出てきてくれ
ました。これはよく考えると変ですよね。何故
かというと、他のパンダは全部ぬいぐるみ的な
パンダなのに、このパンダだけ着ぐるみでネク
タイをしています。また、もっとよく見てみる
とここに人間の手らしきものもあります。この
ように、 精度はまだまだですので、 最後は
Photoshop などの画像編集ソフトでこの手を消
したり、あるいはこのパンダをぬいぐるみに書
き換えたりする処理が必要です。

こちらは、最初に有名になった生成 AI が画
像生成をした素晴らしい結果です。どのように
したかといいますと、条件を入れて100枚以上

の絵を自動生成し、 その中から 3 枚を選んで
Photoshop で修正しています。これがとあるコ
ンテストで 1 位になったのですが、この絵も大
規模データベースに従って作られています。日
本の著作権は非常に弱いため、注意してくださ
い。

4 ．生成 AI についての今後の動向

今後、皆さんと私達が気をつけなければなら
ないことは何かといいますと、 2 つあります。
1 つは生成 AI が姿を消してくるであろうとい
うことです。先程 ChatGPT を使ってみましょ
う と い う こ と で、ChatGPT を 起 動 さ せ て、
ChatGPT に質問を出しました。 ですので、
ChatGPT（生成 AI）がきちんと見えているの
でよいのですが、次第に陰に隠れていきます。
今後スマホやパソコンから様々なアプリを経由
し、様々なアプリの先で生成 AI が動いている
ということが起きてきます。この時、何が怖い
かといいますと、 先程までは我々は「今から
ChatGPT を使います」と意識していたのでよ
いのですが、陰に隠れていきますと裏で何が動
いているかも分からないですし、その裏の先で
ChatGPT を使っている時にここの契約がどう
なっているのか、このデータをすべて ChatGPT
に渡してしまってもいいのかなど様々な問題が
出てきます。ですから陰に隠れるほど、又、特
に無料という点が怖いです。 皆さんの中には

「AI チャット」を使ったことがある人がいるか
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もしれません。「AI チャットくん」「AI チャッ
トちゃん」等と微妙に名前が違いますが、同じ
機能であり、LINE アプリで使用出来ます。通
常は人対人で LINE をします。相手は人ですの
で、例えば「きょうは私の誕生日です」とチャ
ットすると「おめでとうございます」などと返
ってくるのですが、 相手が ChatGPT の場合、

「きょうは私の誕生日です」「おめでとうござい
ます」と言ってくれますが、その瞬間に「きょ
うは私の誕生日」であるという個人情報が吸い
取られることになります。ですから、裏に隠れ
たときに気をつけなければなりません。

もう 1 つは何かというと、仕方がないことで
すが悪用が進んでしまう恐れがあります。「脱
獄、（Jailbreak）」 といって、 犯罪行為などの
不適切な質問に回答させないようにするコンテ
ンツポリシーを突破してしまう行為がありま
す。今、皆さんが ChatGPT に「原子爆弾の作
り方を教えてください」と質問しても教えてく
れません。何故なら、先程バイアスがかかって
いるという話をしましたが、通常、原子爆弾の
作り方は教えるべきではないことから教えてく
れません。しかし、そこを突破してしまうソフ
トがあります。そこを破られてしまうと、「原
子爆弾の作り方を教えてください」と言うと、

「こちらとこちらをこのように混ぜて、このよ
うにすれば原子爆弾ができます」と教えてくれ
るようになってしまいます。あとは、詐欺に使
われたり、軍事で使われたり、肖像権の問題が
起きたりと様々なことがおきます。世界は様々
なところでブレーキをかけつつありますが、日
本はあまりかけていません。

5 ． 高等教育において、生成 AI をどのよう
に使うべきか

急いで教育の話に進みますが、教育の世界で
は生成 AI が出現した際、見解が二分されまし
た。一方は否定派で、あのようなものを使わせ
るべきではない、考え直した方がいいというス
タンスです。もう一方は肯定派で、新しいツー

ルが出てきたのだから、そのツールをうまく使
いこなしてもっといい教育をしようというスタ
ンスです。このように教育の世界では見解が二
通りに分かれました。この状況について、私の
経験を踏まえていいますと、昔、電卓が現れた
たときに「この計算は電卓を使って計算してい
いですか」と私が言ったことと同じです。電卓
などは使わずに、きちんと筆算を使って原理を
分からせましょうという人がいて、一方では計
算効率を上げるためには電卓を使いましょうと
いう人もいました。当時二分された見解も、今
では何となく落ち着いていますよね。例えば、
大学という視点でみれば、電卓を使えるのであ
れば積極的に使おうというようになっているの
で同じであると思っていますが、重要なことは
何かというと、先程話にありましたように、大
学という組織としてどのような方針でいるのか
ということと、それを組織全体できちんと管理
することができるのかという点であるかと思い
ます。

こちらは10月 2 日に貴学の HP で発信された
案内の要約ですが、先程お話しがありましたよ
うに、これはなかなか難しい面があります。何
故なら、使用の有無は各先生にお任せするので
各々で答えなさいと書いてあります。 ですの
で、学生から「ChatGPT、生成 AI を使用して
もいいですか」と聞かれたら、「私の授業はこ
ういった内容だから使用の有無については
……」 と各々で考えて答えなければなりませ
ん。また、よく言われることと思いますが、先
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程あげたように「生成 AI の回答は間違ってい
ることもあるため気を付けましょう」、「機密情
報が漏れてしまうことがあります」などの注意
点が記載されています。

他機関においても様々なガイドラインが出て
いますが、皆さんも入られている私大連（日本
私立大学連盟）のガイドラインがチェックリス
トとしてまとまっているのでよいと思います。
時間があればきちんとお話ししようと思ってい
ましたが、今後入試が近づいてきます。入試に
対してどのように対応するかについてはどの大
学も悩ましく、特に推薦入試については、今ま
で志望理由や小論文、自己推薦書などを書いて
くるようにと指示していましたが、私たち大学
側は高校の先生が代わりに書いているのではな
いかと思いつつも、一応は生徒が書いてきたも
のとして評価をしていました。しかし、今後は
生成 AI が書いてくる可能性も考えなければな
りません。これについての問題点は何かという
と、利用制限は可能かどうか、又、生成 AI が
作ったものではないと言えるかどうかです。貴
学でも Turnitin 社が提供する「Feedback Stu-
dio（レポート類似性チェック・ライティング
指導ツール）や、「iThenticate（剽窃検知ソフ
ト）」を導入されているかと思います。これは
どのような仕組みかといいますと、Turnitin
のシステムの中に様々な文章を取り込み、自身
の論文とその取り込んでいる文章をマッチさせ
て剽窃の有無を当てています。ですから、Tur-
nitin をお使いになった先生は分かると思いま
すが、「このサイト（ツール）から何パーセン
ト、このサイト（ツール）から何パーセント、
このサイト（ツール）から何パーセントをコピ
ーしています」といった類似性の度合いの数値
が出てくるので、それを合計して100から引け
ば自身で作成した論文の独自性のパーセンテー
ジが出てきます。このように、ある意味では使
えるとは思っていますが、採点時にこのようこ
とをするのは面倒な面もあります。 それから
Turnitin よりも安価で出している「コピペル

ナー」という日本製のソフトもありますが、そ
の検知方法にはまだ不安な面も感じています。

さらに不安なソフトとしては、オープン AI
（ChatGPT を産んだ会社） が提供した「AI 
Text Classifier」という識別ソフトです。発表
当初（2023年 1 月）から「教育において、学業
上の不正に AI を使用したかを判別する際の単
一の証拠として AI Text Classifier を用いるべ
きではない」、すなわち「あまり信じてはいけ
ない」と自社として発信していただけでなく、
その後、「精度が低い」との理由でこっそりと
取り下げられていて、現在は使用できません。
更に酷いと感じているのは、本年の 8 月31日に
発信された Open AI 社のメッセージです。そ
こ に は「ChatGPT に『こ れ は ChatGPT が 書
いたのですか』と聞いてはいけません」と書い
てありました。「ChatGPT は AI によってどの
ようなコンテンツが生成される可能性がある
か、どのようなものを生成するかという知識が
無いため、答えはランダムです」と丁か半かと
いう世界のような酷いことをいっています。

6 ．生成 AI の存在を前提とした授業のコツ

このような世の中を我々は生きていかなけれ
ばなりませんが、残念なことに学生が生成 AI
時代の学生になるスピードと、我々が生成 AI
時代の教員になるスピードでは、皆さんのこと
は分かりませんが、少なくとも私の場合は比べ
るまでもなく圧倒的に前者（学生）の方が早い
です。この時に必要なことは、上記のような世
の中の変化を受けて、我々も生成 AI 肯定派と
ならざるを得ないことから、生成 AI を上手く
使いこなしていきながら教育をするということ
にあると思います。これまでにもネットワーク
の作り方やメールの書き方を教える授業があっ
たかと思いますが、その中で、当然ですが個人
情報の保護、機密情報の漏洩、著作権の保護な
どの重要な事項を教育されているかと思いま
す。今後は、生成 AI についても、同じように
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大学の授業の中できちんと教えなければなりま
せん。それでは、実際にどのようにすればよい
のかということになると思いますが、私が提案
していることは 5 つです。 1 つ目に、実際に教
員が自分で生成 AI を使用してみて、 生成 AI
がどういうものかを分かってください、という
点です。例えば、ChatGPT（生成 AI）を使用
すると、初めに 2 行程度の文章があり、次に箇
条書きがあり、最後にまとめの文章という形式
になっていますが、これは ChatGPT の特徴な
ので、そのようなレポートが提出された際は怪
しいと思ってください。つまり、怪しいと思う
ノウハウを皆さんで得てくださいということで
す。 2 つ目に、学生に対して課題やレポートを
出す前に、 事前の対策として教員自身で生成
AI による課題の出力の確認をしましょう、と
いう点です。これを行うことで「このような質
問はよくない課題の出し方だ」、或いは「この
ような答えを出してきたら学生が生成 AI を使
用しているであろう」 ということが予測でき
る、このような 2 つのメリットがあります。 3
つ目に、重要なことは生成 AI の弱点を突くと
いうことです。弱点とは何かというと、先程話
したように生成 AI はデータベースに入ってい
る内容を基に回答するため、つまり一般的な質
問に対しては一般的な答えしか彼らは出せない
ため、何とか特殊な世界に学生たちを引き込む
努力をすべきです。例えば、「以前の授業で用
いた説明を用いて答えなさい」という質問をす
ると、生成 AI は以前の授業で何を用いていた

かを知るはずがないので困ります。「あなたの
経験に基づいて何かを答えなさい」。こちらも
生成 AI は特定の学生の経験を知らないので答
えられません。或いは、「なんとか図を用いな
さい」「このように分離して答えなさい」など、
可能な限り一般的ではない特殊な答えを求める
努力をすべきである、ということが大事である
と思っています。これが 3 つ目です。4 つ目に、
これはもっともらしいことですが、最終的な答
えだけでなく下書きや参考文献も出させましょ
う。ということです。そして、最後の 5 つ目に、
仕方がないのでプレゼンをさせるしかありませ
ん。例えば、プレゼンをさせる時に学生はパワ
ーポイントを作ります。また、プレゼンをして
質問をしたその答えを見るとその学生が本当に
理解しているかどうかも分かるので、プレゼン
をさせるしかないと思います。ただ、これには
時間がかかります。通常であれば授業中にレポ
ートを回収して終了ですが、「次はこの中で誰
かを当てるかもしれないので、きちんとプレゼ
ンの準備をしておいてください」と指示を出す
と、少なくとも数人のプレゼンを実際に聞かな
くてはならないので面倒な面もあります。いず
れにしても、教員は工夫をしなければならない
世の中になってしまいました。

又、研究についてですが、研究時も生成 AI
を様々な場面で使用します。例えば、生成 AI
に「これは研究テーマになるであろうか」とい
う最初の気づきや壁打ちの問いかけをしてから
研究を始めることができます。もう一つ、最後
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に論文にするときに論文投稿先の投稿規定を見
てみましょう。「著者〇〇、深澤良彰、Chat GPT」
など著者が複数人いることの是非は論文誌ごと
に違うため、注意が必要です。

先程見ていただいたように、生成 AI は答え
が非常に綺麗に出てくるので秘書として使うこ
とができます。ただし、生成 AI は「巧言令色
鮮し仁（ことば巧みで表情をとりつくろってい
る人は、かえって仁の心が欠けているものだ／
日本国語大辞典）」の持ち主のため、諸刃の剣
です。ですから誰もが将棋の藤井聡太さんのよ
うに AI というものを上手く使いこなしていき
ましょう。彼は自宅で AI を用いて「この局面
でこれを指したらどうなるであろうか」という
勉強をひたすら行い、本番で実行しているそう
です。このように AI を上手く使いこなしてい
くしかないと私は思います。以上です。ご清聴
ありがとうございました。

※ この講演の内容は、講演が行われた2023年10
月25日時点のもので、その後、さまざまな点
で改良が行われています。実際に、生成 AI
をお使いになる際には、その時点での最新情
報に従うようにされることをお勧めします。
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